
全国の多くの都市が、今後、公共交通をいま以上に重
視することが予見される。そこでは「都市の本来的な
機能の一つである交流環境の充実」「既に整備された
都市施設や都市基盤を有効に活用」「低密度な市街地
の拡大の抑制と利便性の高い居住機能や観光機能の
充実」「より身近なところで日常生活が可能となるコ
ンパクトな市街地の形成を促進する交通体系の確立
など、総合的な施策」の４つの視点が必要とされる。

過度に車に依存した交通体系から、公共交通が便利
で使いやすく、歩行者や自転車が安全に通行するこ
とができ、これらと車とが最も適切に組み合わされ
た交通体系への転換を図るため、２１世紀の地域社
会を支える総合的な交通体系の確立を図り、バスや
鉄道など公共交通を都市の装置として位置づけら
れ、市民・企業や民間のあらゆる組織と行政とが協
働することにより活気あふれる都市が育まれる、と
でもいった共通の着地点がある。そしてすでに、一部
地域では先駆的な取組みが成功を収めつつある。

私たちは岐阜の路面電車問題の最終局面で、岐阜地
区新鉄道設立準備室を立上げ、これらの理念や社会
像を踏まえて路面電車再生計画を作成した。その際
に目指したのは、岐阜市市街地の活性化や関市や北
方町、本巣市、大野町の拠点性の向上、および圏域全
体の活性化のために、廃止された名古屋鉄道の岐阜
市内線・美濃町線・揖斐線の施設を活用した便利で
快適で安全な新しい交通システムの建設であった。
その際、賛同者や反対者への参考に供する為、鉄道の
もつ大きな外部効果や経済波及効果の恩恵を沿線の
街にもたらすグッドプラクティスを集めた。

この観点はいまなお全国の鉄軌道系の公共交通を保
有する多くの地方都市に共通した理念であろうし、
バスのみの地方都市でも早晩、軌道系交通が丁寧に
計画される可能性はあると考えている。
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